
№ 議案 意⾒等 事務局からの回答

1 ー 前回同様、書⾯開催にした根拠を開⽰して欲しい。 コロナ禍において書⾯開催を実施し、その後も会場確保や資料印刷等の事務負担軽減の観点か
ら書⾯開催としています。

2
第3号
議案 「未来ノートの・・」の出前先を増加させて欲しい。

3
第3号
議案 平⽥仁⼦⽒及びカーボンニュートラル推進課との意⾒交換会開催

4
第3号
議案 ごみ処理施設⾒学ツアーの実施を望む。

5
第3号
議案 脱炭素社会実現には、当市にはマンション向け施策を充実させる。

6
第3号
議案 ⼦供向け⾏事に若⼲傾注されており、それ以外の年齢層に訴求。

7
第3号
議案 市川湾岸ゾーンの海洋物を含めて、今後の課題検討会を開催。

8
第3号
議案

「未来ノート」については、昨年度は1校のみの実施であったが、それだけでは効果が限られているので、市内全校に広げるなどを
⽬標にしてもらいたい。

9
第3号
議案 ⼩学⽣対象の事業が複数あるが、教育委員会と連携するなど、参加者を増やす⽅策を検討してもらいたい。

10
第3号
議案

映画上映会で上映するのは「ヴェンデ２」を推薦する。「ヴェンデ１」を市内で上映した実績があるうえ、映画のテーマが「地域で
進める温暖化対策」なので、活動の⽅向性に合致している。

11
第3号
議案 地球温暖化➡地球沸騰　 or 灼熱の表記変更 ご提案ありがとうございます。本会の名称にも関係するものですが、個別事業の中でご提案の表現

を⽤いることについて、今後、企画事業委員会において検討をさせていただきます。

12
第3号
議案 地球環境基⾦から助成を受けることを検討してほしい。 地球環境基⾦の助成対象が⺠間団体となっているため、地球環境基⾦の助成⾦については申請

は難しいと考えます。

13
第3号
議案 千葉県からの情報配信や⾏事等をメンバーの⽅々に配給強化推進 ご提案ありがとうございます。配信内容について、今後検討をさせていただきます。
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ご意⾒ありがとうございます。今後、企画事業委員会において検討をさせていただきます。
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14
第3号
議案

活動テーマの「50万⼈のクールチョイスいちかわ」が、市⺠全体で地球温暖が対策に取り込もうという意思が表現されていてとて
もいいと思った。
活動の⽅向性も「地域からの地球温暖化対策の推進を図る」、「50%削減という⽬標に向けて活動していく」、「今までの事業
の結果を踏まえ、より効果的かつ効率的に推進を図る」とあり、期待が持てると感じた。
しかし、具体的事業計画は今までとほとんど変わり映えせず、新たなものは「事業者向け省エネセミナー」のみで、失望した。
少なくとも各事業で参加者の⽬標（例えば、前年度に⽐べて200％増など）を明確にして欲しい。

今後、企画事業委員会において⽬標設定及び新規事業について、検討をさせていただきます。

15
第3号
議案

令和6年度 事業計画（案）について
  「１.本会の⽬的」の表現が混乱を招くので、修正すべきである

1.1 背景    定期総会資料　第3号議案　令和6年度 事業計画（案）にある
 1. 本会の⽬的︓   市川市地球温暖化対策実⾏計画（区域施策編）に基づく対策、主に⽇常⽣活における温室効果ガ
スの削減を、市⺠・事業者・関係団体および市が協働で推進する。
  この「主に⽇常⽣活における」 の表現に注⽬する。
 市川市地球温暖化対策推進協議会は、市⺠・事業者・関係団体および市の活動や業務で発⽣する温室効果ガスを削減
対象としている。 ところで、「⽇常⽣活」 に相当する対象は市⺠⽣活 と解釈される。 理由として、事業者、関係団体、市の
「⽇常⽣活」 との表現は成り⽴たないからである。 このため、温室効果ガス削減⾏動する主体全体を含む表現とすべきである。

1.2 提案   本会の⽬的（変更案）
 市川市地球温暖化対策実⾏計画（区域施策編）に基づく温室効果ガスの削減対策を、市⺠・事業者・関係団体および
市が協働で推進する。

ご意⾒ありがとうございます。当該⽬的については、本会の設⽴根拠法である「地球温暖化対策の
推進に関する法律」第40条第1項に記載されている⽂⾔を以って本会規約に落とし込んだもので
す。

「第四⼗条　地⽅公共団体、地域センター、地球温暖化防⽌活動推進員、事業者、住⺠その他
の地球温暖化対策の推進を図るための活動を⾏う者は、⽇常⽣活に関する温室効果ガスの排出
の量の削減等に関し必要となるべき措置について協議するため、地球温暖化対策地域協議会
（以下「地域協議会」という。）を組織することができる。」

16
第3号
議案

令和6年度 事業計画（案）について
 4.活動の⽅向性　関連

2.1
現況を知り、活動の⽅向性検討のため、令和6年度（2024年度）の温室効果ガス発⽣状況を計算して、広報いちかわ、市
川市ホームページでの公表してほしい。 必要であれば計算作業費⽤を、定期総会資料　第4号議案　令和６年度予算の予
算を組み⼊れる。 計算のためのデータ、計算⽅法を　市川市地球温暖化対策推進協議会事務局内部資料として公表できる
態勢をとってほしい。

報値」として、市川市環境審議会で報告するとともに、毎年秋に公表している市川市環境⽩書に
て掲載しており、両データともホームページにて公表しております。
【環境審議会】
https://www.city.ichikawa.lg.jp/env01/1111000252.html
令和５年度第2回　資料３を参照
【市川市環境⽩書】
https://www.city.ichikawa.lg.jp/env01/0000441569.html
令和５年版市川市環境⽩書P15
　　　　※現時点での最新数値は秋に掲載する令和６年版市川市環境⽩書に掲載します。

また、推計⽅法については、第⼆次市川市地球温暖化対策実⾏計画区域施策編に掲載してい
ます。
【市川市地球温暖化対策実⾏計画（区域施策編）】
https://www.city.ichikawa.lg.jp/env01/1111000179.html
　　　第⼆次計画　資料編資料４（P113）

来年度より、これらについて、定期総会時に公表することを検討いたします。
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17
第3号
議案

令和6年度 事業計画（案）について
 4.活動の⽅向性　関連

2.2
 「活動テーマ4年⽬となる令和6年度は今までの事業の結果を踏まえ、より効果的かつ効率的に推進を図る。」に関して
 「より効果的かつ効率的に推進を図る」 検討するために委員の会議が必要である。  令和6年度予算では会議費なしである
が、計画をして会議計画を作成して必要とあれば予算計上すべきと考える。 検討内容、結果を広報いちかわ、市川市ホーム
ページでの公表してほしい。

ご提案ありがとうございます。今後、会議計画等を含め、企画事業委員会において検討させていた
だきます。なお、委員の会議については、令和6年度予算案の「会議費」に含まれるものではござい
ません。

18
第1号議

案 「市⺠まつり」が⽋落している。 本会は、令和5年度市⺠まつりに参加しておりません。

19
第1号議

案 若宮公⺠館講座（２件）が⽋落している。 本会は、令和5年度に若宮公⺠館講座を実施しておりません。

20
第3号議

案

当市が全国市町村の先駆けとして、「No  レシート」を始めたい。
「No  レシート」とは、⽀払精算をする時、レジスターからでる「紙」を不要な⽅はレジスター操作時、事前に「不要」申告すること
によって、発⾏しないようにする取り組みの案です。

市への意⾒とも取れますが、市⺠・事業者・関係団体及び市の協働の取り組みとして推進すること
も視野に⼊れ、今後、企画事業委員会において検討させていただきます。

21
第3号議

案 当市以外の⾃治体は使⽤済のペットボトルだけの回収を実施しているため、当市でも実施を検討する。 市への意⾒とも取れますが、市⺠・事業者・関係団体及び市の協働の取り組みとして推進すること
も視野に⼊れ、今後、企画事業委員会において検討させていただきます。

22
第3号議

案 役員諸⽒と総合環境課職員諸⽒等との親交会開催 本会役員会には総合環境課職員も含まれており、当該開催の中で協議、意思疎通が図られるも
のと考えております。

今後、本協議会の予算等を考慮して検討してまいります。


